
- 1 -

Ⅰ 全体評価

（１）総括

法人は、地方独立行政法人化後９年を経過し、平成27年度からは第２期中期目標期

間の３年目として、引き続き中期目標の達成に向けて取り組みを進めているところで

ある。

この度、法人から評価委員会に提出のあった「平成27年度業務実績報告書」の自己

点検・評価について確認及び検証を行ったところ、全110項目のうち、評価委員会と

してＡ評価（達成度９割以上）以上を妥当とするものは110項目（100%）となってお

り、「順調に進んでいる」と認められ、その主な取り組みは次のとおりである。

① 教育について

教育については、医学部一般入試において、平成27年度入試から選抜方法を変

更し、「北海道医療枠」の定員を最大75名まで柔軟に対応可能とするとともに、

教員が道内高校を訪問して入試制度等について丁寧な説明をし、道内出身者の確

保に努めるなど、引き続き道内の地域医療に従事する人材の確保に向けて取り組

んだ。

② 研究について

研究については、引き続き、がんワクチン、脳梗塞及び脊髄損傷再生医療の医

師主導治験を継続して取り組んだ。その中でも、脊髄損傷に関しては、今後の早

期実用化に向けて、特許ライセンス契約の締結先であるニプロ(株)と協力し、厚

生労働省の「先駆け審査指定制度」に申請し、再生医療等製品として対象品目の

指定を受けた。

③ 附属病院について

附属病院については、ハイブリッド手術室を活用した迅速かつ的確な救急医療

体制の充実を図った。
また、がん看護専門看護師及び緩和ケア認定看護師による「がん看護相談室」

を全診療科に設置拡充し、がん拠点病院としての相談業務の充実を図るなど、専
門医療の提供に係る取り組みを実施した。

④ 社会貢献について

社会貢献については、道や関係機関と連携し、地域からの要請に基づき道内の

地域医療機関に医師派遣を行い、地域医療確保に向けた取り組みを行った。

また、(株)ホリとの包括連携協定に基づき、大学初となる大学ブランド食品と

して「北海道しそハスカップゼリー」を共同開発・販売し、地元企業との共同取

組を広くＰＲするとともに、大学の取り組む教育、研究、診療などの最新情報を

広く道民に発信した。

⑤ 財務について

財務については、道からの運営費交付金が前年度比１.0％縮減となった状況に

おいて、診療収入の増加や維持管理費などの経費削減などに取り組み、平成27年

度決算で約９千万円の総利益を計上するなど、財務内容の改善に努めた。
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（２）改善すべき指摘事項
年度計画の設定について

法人の業務運営状況を道民に対して分かりやすく示すことが重要であることから、

年度計画については、各項目において目標達成の目安となる数値の設定、通常業務

の中で実施する事項と、通常業務以外で目標として定める事項の棲み分けなど、目

標とする到達度が客観的に分かる設定とする必要がある。


